
毎
年
秋
の
イ
ベ
ン
ト
の
締
め
く
く
り
と
も

い
え
る
産
業
祭
り
は
、
今
年
は
10
月
29
日（
日
）

に
開
催
さ
れ
ま
す
。
事
務
局
で
は
、
今
年
の

祭
り
を
盛
り
上
げ
る
た
め
、
演
奏
や
ダ
ン
ス

な
ど
を
披
露
し
て
く
れ
る
団
体
を
募
集
し
ま

す
。
時
間
は
、
午
前
９
時
か
ら
午
後
３
時
く

ら
い
の
間
で
割
り
振
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

た
だ
し
、
時
間
と
会
場
に
限
り
が
あ
り
ま

す
の
で
、
参
加
い
た
だ
け
な
い
場
合
も
あ
り

ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

市
観
光
協
会
事
務
局

産
業
観
光
課
　
観
光
振
興
担
当

お
茶
壷
道
中
と
は
、
江
戸
時
代
、
宇
治
へ

採
茶
使
を
赴
か
せ
て
将
軍
家
御
用
の
新
茶
を

江
戸
へ
運
ば
せ
た
行
列
を
い
い
ま
す
。
谷
村

藩
主
秋
元
公
の
時
代
に
、
茶
が
湿
気
と
暑
さ

が
何
よ
り
も
大
敵
と
さ
れ
る
中
で
、
茶
壷
を

夏
の
間
保
存
す
る
場
所
と
し
て
谷
村
勝
山
城

が
選
ば
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
道
中
の
帰
路
の

中
山
道
│
甲
州
街
道
が
お
茶
壷
道
中
の
コ
ー

ス
と
な
り
、
毎
年
谷
村
に
お
茶
壷
道
中
が
訪

れ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
貴
重
な
歴
史
・
文
化
遺
産
で
あ
る
お

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み

ま
せ
ん
か
？
体
を
動
か
し
た
い
け
ど
運
動
す

る
機
会
や
仲
間
が
い
な
い
と
い
う
方
、
ぜ
ひ

参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

９
月
25
日（
月
）、
10
月
２
日（
月
）、

10
日（
火
）、
16
日（
月
）、
23
日（
月
）、

全
５
回

市
民
総
合
体
育
館

午
後
８
時
〜
10
時

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
、
ユ
ニ
ホ
ッ
ク
な

ど
数
種
類
の
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を

紹
介
し
、
自
由
に
運
動
す
る
。

１
回
　
１
０
０
円

生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
担
当

徳
川
将
軍
が
お
茶
壷
道
中
で
宇
治
よ
り
運

び
勝
山
城
の
お
茶
蔵
で
熟
成
さ
せ
た
極
上
茶
。

こ
れ
を
再
現
し
た
極
上
熟
成
茶「
瑞
鶴
」の
予

約
販
売
を
行
い
ま
す
。

都
留
市
商
工
会
　

（
43
）１
５
７
０

お
茶
壷
道
中
実
行
委
員
会
　
磯

（
43
）３
４
１
８

20
ｇ
入
り
１
缶
　
１
、
５
７
５
円

10
月
１
日（
日
）ま
で

※
先
着
１
５
０
缶
ま
で
と
な
り
ま
　

す
。

10
月
29
日（
日
）に
開
催
さ
れ
る

茶
壷
道
中
行
列
を
忠
実
に
再
現
す
る
一
役
を

担
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

10
月
29
日（
日
）

中
学
生
以
上
の
男
女
30
名

応
募
者
が
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
の
う
え

当
選
者
へ
の
通
知
を
も
っ
て
発
表
に
か
え
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

10
月
16
日（
月
）

お
茶
壷
道
中
実
行
委
員
会
　
行
列
部
会

餌
取（

43
）３
４
５
１
　

産
業
ま
つ
り
会
場
ま
た
は「
し

ゃ
し
ん
の
イ
ソ
」（
中
央
２
―
７

―
５
）に
て
お
渡
し
し
ま
す
。

ご
予
約
時
に
受
け
渡
し
場
所
を

指
定
し
て
く
だ
さ
い
。

10
月
29
日（
日
）よ
り

を
身
に
つ
け
る
た
め
、
そ
の
基
本
と
な
る
計

画
を
、（
仮
称
）食
育
つ
る
推
進
プ
ラ
ン
と
し
て

策
定
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
プ
ラ

ン
策
定
に
携
わ
っ
て
い
た
だ
く
委
員
を
募
集

し
ま
す
。

市
内
在
住
で
20
歳
以
上
、
か
つ
、
食
育
に

興
味
を
お
持
ち
の
方

２
人

無
報
酬

「
食
育
つ
る
推
進
プ
ラ
ン
」の
策
定

が
終
了
す
る
ま
で

９
月
22
日（
金
）

応
募
多
数
の
場
合
は
、
選
考
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

政
策
形
成
課
　
企
画
担
当

10
月
28
日（
土
）

甲
種
・
乙
種
・
丙
種

○
９
月
25
日（
月
）〜
29
日（
金
）

消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
山
梨
県
支
部

○
９
月
25
日（
月
）大
月
市
消
防
本
部

○
９
月
26
日（
火
）富
士
五
湖
消
防
本
部

都
留
文
科
大
学
　

甲
種
　
５
、
０
０
０
円

乙
種
　
３
、
４
０
０
円

丙
種
　
２
、
７
０
０
円

※
受
験
願
書
は
、
市
消
防
署
に
あ
り
ま
す
。

市
消
防
本
部
　
消
防
課
保
安
担
当

（
43
）１
１
１
９

市
で
は
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
、
生
涯
を

通
じ
た
健
全
な
食
生
活
の
実
現
、
食
文
化
の

継
承
、
健
康
の
確
保
な
ど
が
図
ら
れ
る
よ
う
、

自
ら
の
食
に
つ
い
て
考
え
る
習
慣
や
食
に
関

す
る
様
々
な
知
識
と
食
を
選
択
す
る
判
断
力
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下
水
道
の
排
水
設
備
工
事
を
施
工
す
る
指

定
工
事
店
に
は
、「
下
水
道
排
水
設
備
工
事
責

任
技
術
者
」の
資
格
を
有
す
る
者
の
専
属
が
必

要
で
す
。
こ
の
試
験
は
、
責
任
技
術
者
と
し

て
の
技
能
を
認
定
す
る
も
の
で
す
。

９
月
15
日（
金
）〜
10
月
10
日（
火
）

11
月
１
日（
水
）

11
月
12
日（
日
）

県
立
青
少
年
セ
ン
タ
ー

甲
府
市
川
田
町

財
団
法
人
　
県
下
水
道
公
社

笛
吹
市
石
和
町
東
油
川
字
北
畑
４
１
７

※
申
込
用
紙
は
、
下
水
道
課
に
用
意
し
て
あ

り
ま
す
。

県
下
水
道
公
社
事
務
局

０
５
５（
２
６
３
）２
７
３
８

11
月
12
日（
日
）

午
前
11
時
〜
午
後
３
時

文
化
会
館
駐
車
場

※
雨
天
の
場
合
は
文
化
会
館
ロ
ビ
ー
と
４
　

階
大
ホ
ー
ル
で
開
催
し
ま
す
。

２
０
０
円２

ｍ
×
２
ｍ

10
月
19
日（
木
）

０
８
０（
３
６
４
６
）７
６
６
８
　
池
田

この助成事業は、（財）自治総合センターが として受け入れる受託事業収入を財源として、
コミュニティ活動に助成を行うことにより、コミュニティの健全な発展を図るとともに、宝くじの普及広報事業に
努めることを目的として行われるものです。平成19年度においても、この助成事業が実施される予定ですので、該
当事業がある場合は次により申請してください。

（1） （助成金額：100万円～250万円）
◇コミュニティ活動に直接必要な施設または、設備（備品）の整備に関する事業
○交通安全、防犯などの生活安全の確保の推進（防犯灯など）
○お祭りなどコミュニティ行事（太鼓、神輿など）

（2） （助成金額：50万円～200万円）
◇コミュニティ組織による植樹・植栽または、その維持管理を中心とした緑化推進活動

（3） 助成金額：30万円～200万円）
◇自主防災組織、婦人防火クラブまたは、その連合体が行う地域の防災活動に必要な施設及び設備の整備に
関する事業
○情報連絡用（携帯用無線機、受令機、電池メガホンなど）
○救出救護用（ＡＥＤ、エンジンカッター、油圧式救助器具など）

（4） （助成金額：総事業費の3/5、1500万円限度）
◇住民の需要の実態に応じた機能を有する多目的総合施設（コミュニティセンター・自治会集会所など）の建
設整備
○福祉・健康管理（談話室・児童室・保育室など）
○文化・学習活動（図書室、コミュニティ情報室、視聴覚室、実習室など）

（5） （助成金額：30万円～100万円）
◇小中学生が参加するスポーツ・レクリエーション・文化・学習活動で、国の補助金の交付を受けないソフ
ト事業
○イベントなどソフト事業（野外活動の実施など・各種スポーツ・レクレーション大会の開催など）

コミュニティ組織（自治会・町内会など）・自主防災組織など

10月20日（金）までに政策形成課に申請してください。（申請書類は政
策形成課にあります。）なお、申し込み多数の場合は、申請内容・緊急
性などを審査し、助成事業の各項目1～2事業を原則として選定、申請
することとします。

予算枠の範囲で県が審査の上、（財）自治総合センターが最終審査し、
対象及び助成額を決定。

政策形成課　企画担当

９
月
25
日（
月
）〜
10
月
13
日（
金
）

10
月
18
日（
水
）

１
等
　
１
億
５
、
０
０
０
万
円
×
26
本

２
等
　
１
、
０
０
０
万
円
×
26
本

３
等
　
１
０
０
万
円
×
２
６
０
本

※
こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
市
町
村
の

明
る
い
ま
ち
づ
く
り
や
環
境
対
策
、
高
齢

化
対
策
な
ど
地
域
住
民
の
福
祉
向
上
の
た

め
に
使
わ
れ
ま
す
。
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○
使
用
す
る
作
品
の
誤
字
、
脱
字
な
ど
は
、

一
部
修
正
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

〒
４
０
０
―
８
５
２
０

甲
府
市
北
口
一
丁
目
２
―
19

甲
府
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課
内

「
第
１
回（
平
成
18
年
度
）山
梨
県
人
権
標

語
コ
ン
テ
ス
ト
」係

０
５
５（
２
５
２
）７
２
３
９

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
５
５（
２
５
２
）７
１
４
７

県
人
権
啓
発
活
動
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会

で
は
、
人
権
に
関
す
る
標
語
を
募
集
し
ま
す
。

県
内
の
公
立
・
私
立
小
中
高
等
学
校
、
盲

学
校
、
ろ
う
学
校
、
養
護
学
校
に
在
学
す
る

児
童
生
徒
お
よ
び
15
歳
以
上
の
県
内
に
在

住
・
在
勤
す
る
方

９
月
12
日（
火
）〜
12
月
11
日（
月
）

○
応
募
票
ま
た
は
官
製
ハ
ガ
キ
に
よ
り
郵
送

若
し
く
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
事
務
局
に
応
募
し
て
く

だ
さ
い
。（
当
日
消
印
有
効
。
Ｆ
Ａ
Ｘ
は
当
日

到
着
分
ま
で
）

○
作
品
に
は
、
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名（
ふ

り
が
な
）・
匿
名
希
望
の
有
無
・
年
齢
・
性

別
・
職
業（
学
校
名
お
よ
び
学
年
）・
電
話
番
号

を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。
小
学
生
に
つ
い
て

は
、
保
護
者
な
ど
と
一
緒
に
考
え
た
作
品
で

も
応
募
可
能
で
す
。

各
部
門（
小
学
生
、
中
学
生
・
高
校
生
、
一

般
）の
最
優
秀
賞
１
編
、
優
秀
賞
５
編
に
賞
状

お
よ
び
記
念
品
を
贈
呈
い
た
し
ま
す
。
各
賞

の
発
表
は
、
平
成
19
年
１
月
下
旬
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

○
作
品
は
、
標
語
形
式
に
よ
る
未
発
表
の
も

の
に
限
り
ま
す
。

○
応
募
作
品
は
、
返
却
い
た
し
ま
せ
ん
。

○
応
募
作
品
の
著
作
権
は
、
す
べ
て
主
催
者

に
帰
属
し
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
日
常
生
活
で
必
需
品

に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
本
講
座
で
は
１
人
１

台
の
パ
ソ
コ
ン
を
使
用
し
、
メ
ー
ル
、
簡
単

な
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
作
成
、
ブ
ロ
グ
の
活
用

な
ど
を
学
び
ま
す
。

10
月
30
日
〜
11
月
29
日
の
毎
週

月
・
水
・
金（
11
月
３
日（
金
）、
20

日（
月
）は
除
く
）計
12
回

午
後
７
時
〜
９
時

谷
村
工
業
高
等
学
校

第
１
パ
ソ
コ
ン
室

１
、
０
０
０
円（
テ
キ
ス
ト
代
）

一
般
成
人（
大
学
生
可
）、
キ
ー
ボ

ー
ド
・
マ
ウ
ス
操
作
が
で
き
る
方

30
名

９
月
29
日（
金
）

谷
村
工
業
高
等
学
校
　
学
校
開
放

講
座
事
務
局（
電
子
情
報
科
）

（
43
）２
１
０
１

市
で
は「
金
婚
・
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
夫
婦
合

同
祝
賀
会
」を
社
会
福
祉
協
議
会
、
民
生
・
児

童
委
員
協
議
会
の
協
賛
に
よ
り
実
施
し
ま
す
。

こ
の
催
し
は
、
半
世
紀
以
上
に
わ
た
り
苦

楽
を
と
も
に
さ
れ
て
き
た
ご
夫
婦
を
祝
福
、

健
全
な
家
庭
を
築
き
地
域
社
会
に
貢
献
さ
れ

て
き
た
ご
苦
労
に
感
謝
し
、
今
後
ま
す
ま
す

の
ご
多
幸
を
祈
念
し
て
実
施
す
る
も
の
で
す
。

９
月
20
日(

水)

午
後
２
時
か
ら

※
受
け
付
け
は
午
後
１
時
30
分
か
ら

お
祝
い
状
・
記
念
品
贈
呈
、
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
、
記
念
撮
影
な
ど

平
服
で
ご
参
加
い
た
だ
き
、
ご
家

族
や
付
き
添
い
の
方
の
入
場
も
で

き
ま
す
。
９
月
初
旬
に
招
待
状
を

お
送
り
し
ま
す
。

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
都
留
　
３
階

福
祉
事
務
所
　
高
齢
者
福
祉
担
当

（
46
）５
１
１
２

皆
さ
ん
に
親
し
ま
れ
、
ご
利
用
い
た
だ
い

て
い
ま
す
県
民
手
帳
の
予
約
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

手
帳

５
０
０
円

拡
大
鏡

６
０
円

住
所
録

５
０
円

８
２
㎜
×
１
４
５
㎜

日
記
編
、
郷
土
編
、
統
計
編
、

名
簿
編
、
生
活
編

９
月
29
日（
金
）

11
月
初
旬

産
業
観
光
課
商
工
振
興
担
当

10
月
14
日（
土
）

※
た
だ
し
雨
天
の
場
合
は
15
日（
日
）に
順
延

富
士
北
麓
公
園
　
陸
上
競
技
場

県
内
在
住
者
で
15
歳
以
上
の
男
女(

高
校
生

以
上
）

１
チ
ー
ム
　
４
、
０
０
０
円

所
定
の
申
し
込
み
用
紙
を
富
士
北
麓
公
園

園
管
理
事
務
所
に
持
参
す
る
か
、
郵
送
・

F
A
X
・
メ
ー
ル
す
る
。

９
月
24
日（
日
）午
後
５
時
ま
で

〒
４
０
３
―
０
０
０
５

富
士
吉
田
市
上
吉
田
立
石
５
０
０
０

(

財)

山
梨
県
体
育
協
会

「
ヤ
ン
グ
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

Ｆ
Ｕ
Ｔ
Ｓ
Ａ
Ｌ
　
Ｈ
Ｏ
Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ｏ
Ｋ

Ｕ
　
２
０
０
６
」係
　

０
５
５
５（
24
）３
６
５
１

F
A
X
０
５
５
５（
24
）３
３
６
８

E
メ
ー
ル
　hokuroku@

m
fi.or.jp



（
社
）日
本
青
年
会
議
所
で
は
ま
ち
づ
く

り
・
環
境
・
会
員
交
流
活
動
な
ど
を
積
極
的

に
展
開
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
活
動
の
発
表

の
場
と
し
て
、
都
留
青
年
会
議
所
の
主
管
に

よ
り「
第
35
回
会
員
大
会
i
n
都
留
」を
開
催

し
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
の
お
越
し
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。
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９
月
15
日（
金
）

午
前
９
時
〜
正
午

文
化
会
館
　
１
階

市
内
在
住
の
65
歳
以
上
の
方

20
〜
30
名

都
留
市
ハ
リ
灸
マ
ッ
サ
ー
ジ
師
会

（
45
）３
９
８
８
　
桂
治
療
院

９
月
16
日（
土
）〜
18
日（
月
）

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

郡
内
地
域
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

２
階
　
研
修
室

産
地
の
織
物
製
品
な
ど
を
一
堂
に

集
め
た
展
示
会

９
月
23
日（
土
）〜
24
日（
日
）

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

郡
内
地
域
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

○
織
物
、
宝
飾
品
、
お
菓
子
、
ワ
イ
ン
な

ど
の
販
売
、
北
海
道
海
産
物
展

○
２
日
間
、
先
着
５
０
０
名（
午
前
・
午
後

２
５
０
名
）の
ご
来
場
の
方
に
、
高
原
野

菜
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

○
お
買
い
上
げ
の
方
に
、
豪
華
景
品
が
当

た
る
お
楽
し
み
抽
選
会

10
月
14
日（
土
）、
15
日（
日
）

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

松
の
せ
ん
定
と
簡
単
な
庭
木
の
手
入
れ

５
、
０
０
０
円

手
バ
サ
ミ
、
刈
り
込
み
バ
サ
ミ
、

ヘ
ル
メ
ッ
ト
、
お
弁
当

10
月
６
日（
金
）

富
士
吉
田
職
業
訓
練
協
会

０
５
５
５（
22
）５
２
１
４
　

県
立
や
ま
び
こ
養
護
学
校
で
は
、
や
ま
び

こ
ま
つ
り
を
開
催
し
ま
す
。

児
童
生
徒
が
日
ご
ろ
の
学
習
の
成
果
を
発

表
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
来
校
を
心
よ
り
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
お
出
か
け
く

だ
さ
い
。

10
月
７
日（
土
）

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
２
時
30
分

※
予
備
日
10
月
８
日（
日
）

大
月
市
富
浜
町
宮
谷
１
４
９
７

県
立
や
ま
び
こ
養
護
学
校

○
う
た
と
げ
き
の
会

○
作
品
展
示（
本
校
児
童
生
徒
作
品
）

○
木
工
・
陶
芸
・
織
物
・
紙
す
き
製
品
な

ど
の
製
作
物
販
売

○
バ
ザ
ー県

立
や
ま
び
こ
養
護
学
校

（
23
）１
９
４
３
　
田
辺

○
手
織
・
し
ぼ
り
染
め
・
木
工
な
ど
の
ク

ラ
フ
ト
体
験
コ
ー
ナ
ー

○
勝
山
ス
ズ
竹
工
芸
の
実
演
コ
ー
ナ
ー

○「
子
供
わ
く
わ
く
広
場
」「
や
ま
な
し
工

芸
展
」「
織
の
あ
る
く
ら
し
展
」

○
飲
食
コ
ー
ナ
ー

○
郷
土
芸
能

郡
内
地
域
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

０
５
５
５（
24
）４
４
０
６

９
月
10
日（
日
）午
後
２
時
45
分
〜

都
留
文
科
大
学
１
号
館
、
２
号
館

「
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
が
原
動
力
」

元
近
鉄
バ
ッ
フ
ァ
ロ
ー
ズ
　
梨
田
昌
孝

美
来
伝
匠
〜
伝
統
産
業
の
こ
れ
か
ら
〜

や
ま
な
し
循
環
型
社
会
創
造
フ
ォ
ー
ラ
ム

水
の
ま
ち
の
市
民
共
同
発
電
所
　
ほ
か

無
料

広告スペース 広告スペース
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秋の全国交通安全運動　9月21日（木）～30日（土）

～納期内納付にご協力を！～
「市税等の滞納整理強化月間」のお知らせ

市税などの収納状況は、長引く景気低迷の影響により個人所得の伸び
悩みなどから、滞納するケースが後を絶たない状況です。
これまでも、滞納者との対話による自主納税を基本に対応してきまし

たが、収納対策の一環として
として定め、納税相談などを行い、

また、この期間中は徴税業務に精通した県職員の派遣を受け入れて、
市職員と連携し共同で収納業務にあたり、収納率の向上と滞納額の圧縮
に向けて積極的な収納対策を実施します。
税金は、市民の皆さんへの身近な行政サービスに使われる大切な財源

です。滞納がありますと財政運営に影響し、行政サービスの実施に支障
をきたすことになりますので、納期内納付についてご理解とご協力をお
願いします。

市税は、納税者の皆さんが、定められた期間内に自主的に納めていた
だくものです。

決められた納期限までに納税しないことを滞納といいます。滞納され
ますと督促状を送付し、納付のない方には、さらに「催告書」で納税をお
願いしています。滞納した場合には、本来納める税金のほかに督促手数
料などもあわせて納めていただくことになります。

法律では、

と定められています。しかし、単なる不注意やあるいは何らかの事情
で納付できなかったということを考えて、その後にも催告書を送付し、
実態調査などのためご自宅を訪問するなどして納税を促しています。そ
れでもなお、納税されない場合は、やむなく大切な財産を差し押えるこ
とになります。

税務課　収納担当

社会保険労務士による無料
相談会
個人・事業主の方で、次のような悩

みをお持ちの方はご相談ください。
○事業主または従業員からの労働問題
○年金、各種保険（健康・労災・雇用）
の手続きや請求方法
○労働時間短縮、就業規則の作成・改
正、安全衛生法
○女性雇用管理、パートタイム労働、
男女雇用機会均等法、育児・介護休
業制度
○労務管理の改善、各種公的助成金の
請求

10月14日（土）
午前10時～午後3時
ふるさと会館
県社会保険労務士会事務局
055（253）4004

交通ルールの尊守と正しい交通マナーの実践を習慣付け、交通事故防
止に向けた交通安全運動を展開しましょう。

「運転は　人に社会に　思いやり」
高齢者の交通事故防止

1. 夕暮れ時と夜間の歩行中・自転車乗用中の交通事故防止（特に子どもと
高齢者を中心として）
2. 後部座席を含むシートベルトとチャイルドシートの正しい着用の徹底
3. 飲酒運転など悪質・危険な運転の追放　税理士会による無料相談

9月16日（土）
午後1時30分～4時30分
大月支部事務局
（山梨中央銀行吉田支店前芙蓉
建設2階）
消費税、相続税、贈与税など
0555（22）8481

借金問題、成年後見に関する無料法律相談会
借金問題（クレジットなどの多重債務）、成年後見（遺言、相続問題など）
で困っている方のため無料法律相談会を開催します。

9月16日（土）午後1時～4時　※要予約
ぴゅあ富士
県司法書士総合相談センター　 055（235）2376

はつらつ鶴寿　湯の日
お湯につかり、心やすらぐ時間を過

ごしませんか？
保健師による健康相談（午前中）も行

います。
9月15日（金）
午前10時～午後9時
芭蕉月待ちの湯
市内65歳以上の方（先着200名）
無料
・市民生活課　国保医療担当　
・健康推進課　地域包括支援
センター（いきいきプラザ
都留内） （46）5114

ららららせせせせ



都留市消防署調べ（ ）はその日

都留市の気象

最高気温

最低気温

平均気温

降水日数

降 水 量

平均湿度

平成18年7月 平成17年7月 10年間
の平均

（14）
36.0℃

（27）
36.7℃ 37.0℃

（21）
17.4℃

（4・7）
17.2℃ 15.6℃

23.3℃ 23.6℃ 24.1℃
1.0㎜以上

13日
1.0㎜以上

10日
1.0㎜以上

10日

122.5㎜ 250.5㎜ 220.1㎜

79％ 77％ 75％
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おおおおしししし

「救急の日」・「救急医療週間」について

水道メータの定期交換などについて

9月9日は「救急の日」、9月3日から9日までは「救急医療週間」です。
救急医療及び救急業務に対する正しい理解と認識を深め、この機会に

事故や急病時の対応要領、救急車の適切な呼び方などを家庭や職場で話
し合いましょう。

◆119番は落ち着いて正確に。
◆目標物・番地・電話番号を伝え、誘導人を出すようにする。
◆けがや事故、病気の様子を見たままに伝える。
◆傷病者の人数を伝える。
※救急車は、救急救命処置を必要とする傷病者を、最寄りの医療機関へ
搬送することを目的としています。

消防署では、応急手当の講習会を実施し、万一の場合の救命対応につ
いて協力を呼びかけています。
3時間の講習を受けていただきますが、夜間も行っています。自治会や

職場、また各種競技団体やサ－クルなどのグループで申し込みください。
消防本部　消防課　警防担当または消防署　警防担当
（43）1119

子ども110番のお店設置
について

10月1日（日）から7日（土）
は公証週間です　
あなたの大切な財産を守るため、公

証役場を活用してください。公証役場
は、遺言書の作成、金銭・土地建物の
貸借、離婚に伴う慰謝料・養育費・財
産分与などに関する大切な契約を公正
証書で作成しています。公正証書作成
のための相談（秘密厳守）は無料です。
お気軽にご相談ください。

大月公証役場　 （23）1452

水道メータの使用有効期間は、計量法に基づき8年間と定められてい
ます。期限を迎えるものは定期的に市において新しい水道メータに交換
します。その交換作業は市が委託した市指定工事店組合加盟業者が細心
の注意を払って行います。
交換作業は、9月と10月で行い、各月の始まりから約2週間を予定して

います。9月の交換地区については、あらかじめ自治会を通じてお知らせ
しました。また、10月の交換地区につきましても、今月自治会を通じて
お知らせする予定です。お留守の場合でも交換させていただきますので
ご協力をお願いします。なお、今年度の交換該当地区は、次の通りです。

交換作業は、20分程度の断水をして行い、交換済みの世帯には「水道メ
ータ取替のお知らせ」を郵便受けなどに投函いたします。
※この交換作業で代金をいただく事はありません。ただし、この交換
作業に伴いメータ付近の個人配管工事（止水栓の設置・メータボック
スの交換など）をご希望の場合は、その工事に係る費用は個人負担と
なります。

水道課では、日ごろ安心して皆さんに水道水を飲んで頂けるよう、水
質に関する検査を専門の検査機関に委託し、定期的に行っています。水
道水として使用するための基準値に合格した安全な水を各家庭に供給し
ています。検査対象は、市内の給水栓及び31カ所の水源地です。

公道などに埋められた水道管（本管）は市の所有物で、市が管理してい
ます。この本管から分かれて各家庭まで引き込まれた給水管・分水栓(給
水装置)などは、皆さんの所有物です。この部分の新設・改造・修理は、
皆さんのご負担でしていただくこととなります。

水道課 業務担当

（社）山梨県自動車整備振興会では、
安全・安心なまちづくりに貢献する事
業活動の一環として、犯罪や不審者な
どから大切な子どもを守る「子ども110
番のお店」を開設しております。
「子ども110番のお店」の看板を見て、
店に助けを求めてきた時には、子ども
を保護し、警察への通報や学校・家庭
への連絡を行い適切な対応をします。
子どもが困ったと
き、危険を感じた
ときは、「子ども
110番のお店」にか
けこめるようお近
くの整備工場をご
確認ください。


